
主目的 5 23 1

副目的

款 項 目 大 中

％ ％ ％

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

道路法

8

担当課

2

都市基盤

道路課

維持係

42

平成３０年度以降

道路

事業類型 法定受託系

道路整備を進める

劣化した道路の舗装補修を実施することにより、車両や歩行者の安全で快適な通行を確保

する。

・幹線道路は路線毎に計画的な舗装補修を行うとともに、市内一円で発生する小規模な破

損に対処する舗装補修を行い、道路機能を維持する。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

○直接経費の内訳

【委託業務内容】

舗装設計業務委託　　　　　（委託料：　５３，８２３千円）

犬山公園小牧線　８３０m 桃花台鳥居松線　３２０ｍ　トラックターミナル１４号線　２５０ｍ

柏森線　６７０ｍ　小針巳新田小木線　５５０ｍ　西洞線　３５０ｍ

助成 0

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 《道路舗装補修事業》

会計区分

平成１２年度以前 ～事業期間

事業番号 236

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート

都市建設部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

直接実施・

運営

72 委託 28

一般会計

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

Ｈ24予算額

231,300

0.78

4,148

123.6

Ｈ23決算額

186,210

Ｈ22決算額

0

00

1,257

0.790.72

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

財

源

その他職員

0.70

（手段）

従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

2,514

208,572

柏森線　６７０ｍ　小針巳新田小木線　５５０ｍ　西洞線　３５０ｍ

その他舗装設務委託　６路線 L= １，３７０ｍ 路面管理業務委託　８件　１１，４６５㎡

【工事内容】

舗装補修補修工事　　　　　　（工事請負費：１３２，３８７千円）

東向田２号線　２６０ｍ　犬山公園小牧線　４１４m　若草町６号線　２６２ｍ

北外山文津線　４７６ｍ　　柏森線　５８９ｍ　桃花台鳥居松線　３０７ｍ

小針巳新田小木線　５６２ｍ　トラックターミナル　１４号線　２７５ｍ

その他舗装補修補修工事　８路線　５，７０５㎡

費用合計

207,363

3,723

0.00

無

従事者数

人件費

費

用

直接経費

正職員

206,275

0

受益者負担

202,446

0

206,275

97.7

0

0

0

235,448

190,412

92.3

189,155

0.00

0

4,2023,829

0.00

211,086

0.00

0

235,448



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

―

H24

1,186

ｍ

その他の小規模な舗装

補修面積

―

18,772

住民からの要望や日常の道路パトロールにより確認され、劣化した舗装を計画的に

補修することにより、安全で快適な道路環境の維持が図られている。

18,772

17,170

―

19,729

3,854

―

2,915

H21

―

H22

――

H24H23

その他の小規模な舗装

補修面積

成果指標名

幹線道路の舗装補修

延長

事業の

達成状況

活動指標名

幹線道路の舗装補修

延長

―

㎡

ｍ

H23

―

17,170

―

3,145

―

H21

19,729

―

1,163

㎡

―

1,201

―

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

H22

236事業番号

平平平平

成成成成

２２２２

３３３３

年年年年

中部区画整理及び本庄台団地等は竣工後、約30～40年経過しており、生活道路の

道路舗装の補修は、車両や歩行者の安全で快適な通行を確保する上で不可欠であ

るため、事業の廃止を行えば道路環境の悪化につながることになると考える。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

市民ニーズを十分に把握し、あわせて日常の道路パトロールによる舗装補修劣化の

早期発見を行い、着実に事業を実施していく。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

中部区画整理及び本庄台団地等は竣工後、約30～40年経過しており、生活道路の

舗装の劣化が激しい。安全で快適な道路環境を維持するため、計画的な舗装補修工

事が必要とし、今後工事費の増額が必要とされる。

計画的に舗装補修補修を行い、またあわせて日常の道路パトロールにより発見した劣化箇所

を随時補修することにより、一般交通の通行の安全を確保していく必要があるため、現状維持

とした。

方向性の判定


